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研究成果の概要（和文）： 

 
 本研究の目的は、美術家の創作過程についてのデータを収集し、芸術創造のメカニズムを解
明し、そしてその結果に基づき、創造性教育支援を行うことであった。そのために、（１）美術
家を対象にしたインタビューと質問紙調査、（２）現代美術家の新規作品のコンセプト生成プロ
セスの分析、（３）眼球運動測定装置を用いた画家の描画実験、（４）研究成果に基づいた美術
展示と芸術創作支援のワークショップを行った。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 

 The goal of this study was to investigate artists’ creative process and to apply this 

knowledge to develop methods to facilitate people’s artistic creativity. To achieve this 

goal, we (1) interviewed artists and conducted a questionnaire survey of artists and 

musicians, (2) conducted a case study of a contemporary artist’s creative process, (3) 

recorded the drawing process of an artist using an eye tracker, and (4) designed an art 

exhibition and workshops to inspire people’s artistic motivation and examined the effects 

of these facilitations. 
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１．研究開始当初の背景 

 「知識社会」ともいわれる現代において、

新たな知を創造したり、発展させたりという

能力やスキルを育むことの重要性は改めて

指摘するまでもないだろう。創造的人材を育

成する必要性は、学校や企業をはじめ様々な

ところで叫ばれている。しかしながら、創造

性の促進という文脈で望ましい成果を挙げ

た教育プログラムは未だほとんど報告され

ていない（Nickerson, 1999）。本研究は、代

表的な創造領域の一つである美術創作活動

を取り上げ、そこに科学のメスを入れること

により、人間の創造活動の仕組みについての

洞察を得ること、そして有効な創造性教育支

援の方法を探ることを目指している。 

 創造性の研究は、長い間、ブレインストー

ミングなどの創造性開発技法の研究や、拡散

的思考を中心とした創造性テストの研究な

どが主流であった（Sternberg & Ben-Zeev, 

2001）が、近年ようやく心理実験やフィール

ドワークに基づいた創造的認知プロセスの

研究も行われるようになってきた。中でも、

科学的発見（Okada & Simon, 1997 など）や

発明（Finke et al. 1992 など）に関する研

究領域では多くの知見が集まりつつある。し

かしながら、美術創作のような芸術創造のプ

ロセスは、まだほとんど実証的知見が蓄積さ

れていない（数少ない例外として Getzels & 

Csikszentmihalyi, 1976; Yokochi & Okada, 

2005 など）。 

 芸術創造のメカニズムを解明するために

は、もちろん芸術創造プロセスの理解（理論

化）に向けた実証的研究が必要であるが、そ

の理論に基づいて芸術創造活動の支援を行

うことも射程に含める必要がある。なぜなら、

支援の成否の検討は、理論の妥当性に関する

究極のテストとなるからである。また逆に、

実り多い創造性支援プログラムの開発のた

めには、創造のメカニズムの十分な理解が不

可欠である。本研究はそのような創造性の

「理解」と「支援」のサイクルという考えに

基づき、美術創作活動の理解のための実証研

究と創造的人材育成のための創造性支援研

究の 2段構えで進める。 

 

２．研究の目的 

上述のような枠組みを用いて、本研究では、

美術家の創作過程についてのデータを収集

し、芸術創造のメカニズムを解明し、そして

その結果に基づき、創造性教育支援を行うこ

とを目的とする。 

 

３．研究の方法 

 本研究の目的を達成するために、以下のよ

うに美術家と美大生の創作プロセスの認知

心理学的な実証研究（研究 1から 3）と、そ

の知見に基づく創造性教育支援（研究4）を

実施した。 

研究 1：インタビューと質問紙 

1−1）若手美術家、および女性アーティスト

を対象としたインタビュー調査 

1−2）美術家と音楽家（20代から 60代まで）

を対象とした質問紙調査 

研究 2：新しいアイデアの生成プロセスにつ

いての研究。現代美術家の新しい作品コンセ

プトの生成プロセス（高木ら, 2012; Okada 

et., al., 2009） 

研究 3：眼球運動の描画実験 

研究 4：美術展とワークショップ（研究知見

の教育的応用）（縣・岡田，2010） 

各サブプロジェクトの詳細を以下に示す。 

具体的には、研究 1-1 では、美大生と女性

の美術家（13名）を対象に、作品のコンセプ

トや制作方法などについてたずねるポート

フォリオ・インタビューを実施した。これは、

これまでに制作した作品のポートフォリオ

（写真集）を見ながら、その一つひとつにつ

いて制作時期、方法、制作意図などの説明を

求めるインタビューであった。さらに、「こ

れまでの制作活動に共通するベースや核と

なるようなものはあるか」「（ある場合）それ

は何か」「それがいつ頃明確になったか」「こ

れまでにどのような転機があったか」など、

創作ビジョンに関する質問、オリジナリティ

についての考え方、一日の制作時間などにつ

いても回答を求めた。 

こうしたインタビューで得られた知見の一

般化可能性を検討するために、研究 1-2 とし

て、20 代から 60 代の美術家（105 名）およ

び音楽家（140 名）に対し質問紙調査を実施

した。この調査は、制作の意図や目的、表現

活動を推し進める原動力なっている動機な



 

 

どについて、多元的な側面からたずねるもの

であった。質問紙は、マズローの自己実現な

どに関わる動機づけ理論に基づきつつ、美術

家へのインタビューから得られた関連要因

を加えて、我々が独自に作成した項目から構

成されていた。具体的な項目内容は、「自分

の表現したいことを第一に考える」「個性を

発揮した自分らしい表現をしたい」などであ

った（全 63項目、5件法）。 

続いて、表現活動に関与する認知過程をよ

り詳細に検討するために、研究 2として、現

代美術家（1 名）が新しい作品のアイデアな

どのコンセプトを生成する過程を横断的に

追いかける調査を実施した。具体的には、約

10ヶ月の間、1ヶ月に 1-2 回のペースで、そ

の期間に描かれたアイデアスケッチや撮っ

た写真などの一つひとつの意味や、そのアイ

デアが浮かんだきっかけなどを聞き取った。

これまでの研究で用いた方法は、5-6 年前な

どの過去の制作過程をふり返る回顧的イン

タビューであったことから、研究 2では、で

きるだけその時におきている創造過程に関

わる情報を漏らさず捉えることを目指して、

横断的インタビューをおこなった。 

次に、研究 3 として、描画の際の眼球運動

のパターンや内的イメージの生成過程を検

討することを目的に、画家（1 名）に、以下

に述べる2つの条件で心象絵画を制作しても

らい、その際の視線を計測する実験を実施し

た。具体的な実験計画は次の通りである。普

段から自分自身の心象風景のドローイング

作品を描いている画家に、「モチーフあり条

件」として、多様なモチーフ（例えば、中国

の風景写真や観葉植物など）に基づいて「自

分の作品」を制作してもらった（4 枚）。ま

た、「モチーフなし条件」として、モチーフ

を用いずに自分のイメージだけで「自分の作

品」を制作してもらった（4 枚）。描画時の

視線計測には、角膜・瞳孔反射法を利用した

アイカメラ EMR-8（nac 社製）を用いた。EMR-8

は、帽子の庇部分に CCD カメラとアイマーク

検出ユニットを搭載した非拘束式アイカメ

ラで、分解能は視角 0.1°である。実験では、

右眼用検出ユニットのみを用い、CCD カメラ

には視角 62°のレンズを用いた。またそれ以

外にも、描画中の動きを捉えるために 3台の

ビデオカメラで録画をおこない、描画の変化

を捉えるためにタイムサンプリング法によ

って1台のデジタルカメラで写真撮影をおこ

なった。さらに、１つの作品の制作が終わる

ごとに、録画したビデオを見ながらその作品

の制作中思いうかんだことやイメージなど

について内省報告を求め、時間の推移にとも

なうイメージの生成の程度（5 段階）につい

てもたずねた。 

以上のような研究に基づき、研究 4 では、

創造性支援の教育プログラムの準備を進め

ることを目指して、予備的なアクションリサ

ーチを実施した。1 つは、東京大学駒場博物

館において開催した、企画展「behind the 

seen：アート創作の舞台裏」である。それと

同時期に、総合大学の学生（25名）を対象に

した特別授業を開講し、美術家とともに学生

が創作活動を経験するワークショップを計 2

回おこなった。授業を実施する前と実施した

後で、学生に対して、表現活動や美術作品に

対する意識をたずねる調査を実施した。 

もう 1 つの実践研究としては、埼玉大学の

絵画専攻の学生を対象とした制作の授業（と

くに絵画実習系の科目）に焦点を当て、学生

のアイデア生成と具現化を支援するプログ

ラムの検討をおこなった（現在も継続調査

中）。この授業では、それぞれの学生が、作

品のアイデアを考えるために描きためたス

ケッチや集めた素材を、毎週授業の場で教員

や受講生に発表し、彼らとともに自分自身の

アイデアを整理し、まとめ上げることを目的

としている。アイデアを見つけ出していく過

程や、制作の意図を洗練させていく過程を言

語化・意識化させることで、学生が漠然と抱

いている表現の意図やアイデアの精緻化の

過程、また他者の作品に対する鑑賞力・解釈

力の変化の過程を調べるために、授業の前後

で質問紙と作品鑑賞時の眼球運動などを計

測する実験を実施中である。 

 

４．研究成果 

研究 1の成果： 

若手の美術家や美大生を中心におこなっ

た研究 1-1 のポートフォリオ・インタビュー

からは、（1）美術系の大学院を修了して間も

ない若手の美術家は、熟達した芸術家が有す

るような「創作ビジョン（作品制作の中核的

な制作テーマ）」（横地・岡田, 2007）の萌芽

的なテーマを形成していること、（2）先行研

究（横地・岡田, 2007；岡田ら, 2008）で示



 

 

されている創造的熟達の3段階とは若干異な

る特徴を有するケースがあることがわかっ

た。 

創造的熟達の 3 段階とは、「外的基準への

とらわれの時期」「内的基準の形成の時期」

「創作ビジョンに基づいた制作の時期」の順

に、美術家の熟達が進むとする創造的熟達の

プロセス・モデルである。若手の美術家に対

するインタビューの結果では、彼らの中には

「外的基準へのとらわれの時期」が短いか、

あるいはほとんどないケースが見られ、大学

院在籍中、あるいは卒業後間もない比較的早

い段階に、自分なりの表現のテーマ（創作ビ

ジョンの萌芽となるようなテーマ）を形成し

ており、それにしたがって作品制作をおこな

っていることが示された。 

このインタビューと並行して行った研究

1-2 では、20 代から 60 代までの幅広い経験

層の美術家と音楽家を対象に質問紙調査を

実施した。この調査では、創作活動の意図や

目的、表現活動を推し進める原動力となって

いる動機など、表現活動に影響をおよぼす要

因について多様な側面から尋ね、インタビュ

ーで得られた結果の一般化可能性を検討し

た。その結果、若手の美術家は「制作活動に

対する確信度」が、熟達した美術家よりも低

いことが示された。これは先のインタビュー

でも同じ回答が得られており、熟達した美術

家よりも若手の方が、自分の表現に自信を持

てずにいることが質問紙の結果でも確認で

きた。 

また、質問紙の集計結果から、若手の美術

家は「伝承への動機（美術の先達の考えを実

現したいという気持ち）」や、「優越動機（他

の美術家に負けたくないという気持ち）」が

高いことが示された。これらの項目は、いず

れも他者（芸術領域の先達や現存する他の美

術家など）を何らかの基準にして表現活動に

取り組んでいることを示すものと考えられ

る。したがって、若手の美術家のこれらの項

目に対する得点が高いことは、他者を意識し

た表現活動をおこなっている可能性を示し

ている。それに対して、熟達した美術家の得

点が低いことは、「外的基準へのとらわれの

時期」を脱して、自分なりの表現に自信を持

ちつつ制作活動をおこなえていることを示

唆している。したがって、若手に対するイン

タビューでは「外的基準へのとらわれの時

期」はそれほど明確にならなかったが、質問

紙調査では確認されたことから、やはり他者

へのとらわれは、若手美術家を特徴づける段

階とみなすことができるだろう。インタビュ

ーのような場面では、他者への優越性などの

ような意識を言語的に表現することに抵抗

があったとも考えられるため、今後は質問紙

とインタビューを並行して慎重に調査を進

める必要があると思われる。 

研究 2の成果： 

研究 2では、美術家が作品コンセプトを生

成する過程を解明することを目的に、美術家

の作品制作過程について、10ヶ月間にわたり

毎月インタビューを実施した。分析の結果、

現代美術家が7つのタイプの「類推的ずらし」

を用いながら、自らの認知的制約を外し、そ

こで得られる気づきをコンセプトの生成や

再解釈に利用していることが明らかになっ

た。また、作品コンセプトは、様々な方略に

よる概念探索と写真やスケッチなどから得

られる視覚情報が、ダイナミックに相互作用

しあうことで生成されることが示された。こ

の研究データについては現在さらに詳細な

分析を行い、論文投稿に向けて準備を行って

いるところである。 

研究 3の成果： 

研究 3では、熟達した美術家を対象に、ア

イカメラを装着して作品を制作してもらう

実験を実施した。この実験では、「絵のモチ

ーフや写真を用いて独自の絵画作品を制作

する条件（モチーフあり条件）」と「モチー

フなどを用いずに内的なイメージだけで作

品を制作する条件（モチーフなし条件）」に

おける、描画時の眼球運動や瞬目などの活動

の測定をおこなった。 

データが膨大であるためまだ分析途中の部

分もあるが、主な結果としては、モチーフを

用いた制作条件においてさえも、モチーフを

頻繁に見るのは描画を始めてから数分間に限

られ、モチーフを見た箇所と描いた箇所が対

応しない視線が7割以上を占めることがわか

った。画家がデッサンなどモチーフを写実す

る際の眼球運動を測定した先行研究では、モ

チーフを見る箇所と紙の上に描く箇所はほぼ

対応しながら描画が進むことが示されている

（eg., Miall & Tchalenko, 2001）。しかし、

研究3のように、心象絵画などの画家自身の内

的イメージに基づいて絵を描く際の眼球運動



 

 

は、かならずしもモチーフと描画との一対一

対応が必要ではないため、写実的に描く際の

眼球運動とは異なるパターンを示すことが明

らかとなった。 

さらに、描画の際の眼球運動について解析

を行ったところ、描いている箇所（以下、「指

先」）への視線は描き始めには多いものの、

その後徐々に減少する一方で、描いていない

箇所（以下、「指先以外」）への視線は増加

する傾向にあることが示された。また、制作

がある程度進むと、眼を細めて描画面を見る

「細目見」など、特殊な活動が生起すること

もわかった。この「細目見」が果たす役割に

ついては、画家の内省報告において、画面全

体の色の濃淡やバランスを確認することで

あると述べられていた。こうした細目見は、

横地・岡田（2005）が示したように、水墨画

家が描画の最中に画面から遠く離れたり、筆

を一旦休めたりして絵を眺め、全体のバラン

スをとるなどしていた活動と類似した機能

を有すると考えられる。 

こうした眼球運動の時間的な推移を詳細

に分析するために、時系列の分析をおこなっ

た。その結果、描画活動を始めてからおおよ

その画面ができてくる中盤までは、「指先」

を中心とした視線が大半を占め、描画面全体

よりは部分を見る傾向が高いことがわかっ

た。そして、描画活動がある程度進んでくる

と、「指先」から「細目見」への視線の移動

が増加していたことから、描いた後に全体の

バランスを確認するために、部分から全体を

見渡すような活動が増加したと考えられる。

さらに、描画活動の終盤になると、「指先」

「指先以外」「細目見」の 3種類の眼球運動

がほぼ等分に用いられていたことから、描画

面の部分と全体のバランスを捉えるような

活動が中心になることが示唆された。 

研究 4の成果： 

研究 1と 2から得られた一部の予備的成果

は、研究代表者が東京大学駒場博物館で企画

した企画展「behind the seen：アート創作

の舞台裏」の中で、一般に公開された。この

展示には合計約 4300 名の来館者があった。

229 名から回答が得られた来館者アンケート

からは、この企画が非常に好評であり、多く

の来館者が「芸術創作プロセスの理解が深ま

り、創作への動機づけが高まった」という感

想を持ったことが明らかになった。 

また、大学生を対象とした授業の中で、創

作の過程や方法に触れる経験を与えること

によって美術に対する認識を変え、同時に表

現を促すことを試みた。具体的には、（1）創

作プロセスに焦点を当てた美術展示の鑑賞、

（2）自ら表現を行う二つのワークショップ

を体験させ、それぞれが学生にどのような影

響を及ぼすかを質問紙調査によって検討し

た。25名の学生のデータを分析した結果、創

作プロセスを見せる展示は、美術に対する認

識を変える上では有効なものであったが、表

現を促すという効果は限定的であった。しか

し、それに加えてワークショップを体験させ

ることで、美術に対して苦手意識を持ってい

た学生も、創作や表現を身近にあるものとし

て位置づけるに至った。 
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